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は じ め に
カール・バルトの神学において, 「教会論」は, 組織的に見れば, 「神・' イ ン l'
論」の「選びの教説」, すなわち「神の民の選び」 (KDII/2,S 34,1942
年)において始まり ('), 本来の内容は「和解論」 (1953̃ 59年)の中で





トは次のような比喩的な説明を試みている( 2 )。 それは第二部(KD IV/
2), 第三部(KDIV/3)にもそのまま妥当する。それによれば, 「キ リ
ス ト 論」 (S 59)は一本の水平線に出会う垂直線になぞらえられる。「罪
の人間についての教説」 (S 60)は水平線それ自身であり, 「義認論」 (S
61)は水平線に対する垂直線の切り込みである。そして 「教会論」Cll
62)と「信仰論」 (S63), これらも水平線であるが, ただし垂直線によっ
て交差された水平線である。垂直線とはこの場合イ ェス ・キ リ ス ト に
おける神の和解の働き, 水平線とはその働き の対象, すなわち人間と
人類のこと。「教会論」および「信仰論」は垂直線と水平線の「出会い





に, そのような神の行為と提供への 「人間の積極的関与」l3 ) で も あ る。
この 「人間の積極的関与」 を語るのが, 教会論および信仰論にほかな
ら な い と。 また和解は 「イ ェス ・ キ リ ス ト の一回的歴史であるが, し
かしそれは, この歴史の中に包含されこの歴史によって範例を示され
つつ, 多 くの他の時代の多くの人間たちの歴史でもある」(') と。この説
明によれば, イ ェス・ キリストの唯一の歴史を自分の歴史として認識
し告白した 「全 キ リ ス ト 者 と 個々のキリスト者」lS' について語るのが
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「われは教会を信ず」 3
それぞれ 「教会論」 と 「信仰論」 にほかならない。 KDIV/1でバルト
はそのような説明を試み, 「教会論」 および 「信仰論」, すなわち 「和
解論」 の最後の局面の「特別な問題を, 和解の主体的現実化の間題J(6 )
と規定した。
しかしじっ さ い, 和解のこの主体的現実化, あるいは神の行為と提
供への人間の1i資極的関与は決して自明なことではない。 罪人にすぎな









としての聖望の業」(u ) である。「 イ ェス・キ リ ス トの死によって行われ,
死人の中からの甦りにおいて啓示された神の判決」('2', つまり「人間の
義認」が, 聖露の力において「人間によって聞かれることによ って, こ
れらの人間の内的関連と外的集まりという形をとって, 古い人間の群
の只中に, 新しい人間の群が生まれる。 世界史の内部に, 新しい歴史
が始まり, 他の多くの社会学的諸形態の間に目立たない仕方で, この
特別な新しい集団形態, すなわちまず第一に使徒職, 弟子集団, グ表基,・ル へ
教会, が形造られる」l'3 )。 こうして教会の現実存在は, イ ェス・キ リ ス
トにおける神の和解の働きそのものの中に, 聖望の力において位置を
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与えられる。 教会論は 「和解論』 の不可欠の要素である。 教会の成立
が人間の業によらず聖1望の業によるものだとしたら, その存続も聖望
に よ る ほ か な い。バ ル ト に よ れ ば, 存続とはくり返し新しく成立する
こ と で あ る か ら ,教会はそのすべての働きにおいて 「聖發の新しい待
望」('4 ) に生きる。 教会の存在とは絶えざる聖霊の働きにおける出来事
である。 こ の 「教会の存在」 を, バ ル ト は 「和解論』第一部の教会論
で問題にした。「教会が在る」と は ど う い う こ と か, この問題を通して,
われわれはバルトの教会理解の一端を考察してみたい。
第一節 教会の存在 教会のキリスト論的理解
「和解論』 第一部 に よ り  「教会の存在」 の問題を通して教会の本質
を考察する前に, バルトにおける教会論の生成を巡つて歴史的考察を
挿入してぉきたい。 それによって, 後に 「和解論』において組織的に
詳論された教会論のアクセントがはっ き り す る で あ ろ う。
(-) 弁証法的教会理解
1. E . ブ ッ シ ュ に よ れ ば,1923年のリューべ ツ ク 講 演「教会と啓示」
は, 「ローマ書講解』(第2版1922 )で 「教会」 を 「人間の本性と文化
の完全な両義性が現われる」「両義的な事実」('5 )  として否定的に把握し
ていたバルトの教会の問題に対する新しい取り組みを宣言するもので







言の前提でもある」('6 )。 「教会」はいまやいわゆる下から, すなわち「人
間の宗教的体験」からではなく, 上から, すなわち「神の啓示の言葉」
から理解される。 この時期のバルトの教会概念を, われわれははじめ
に, 二つの論文, すなわち「教会と神学」 (1925)と「教会と文化」 (1926)
を手がかりに管見し, 次いでこの概念に含まれる諸契機をその強調点
とともに確認しておくことにしたい。
「教会と文化」の中でバルトは, 「啓示, 教会, 信仰といった諸概念」
(3l7) ('7 ) には, 「神の永遠の真理」と「人間的主体の宗教的意見や吐露」
の中間にあるもの, つまり 「第三のもの」 があるとして教会の独自の
位置を確認し, それに次のような神学的定義を与えた。「教会は, 神ご
自身によって設立された, 罪人たちの, 神の言葉によって生きる信仰
と服従の共同体である」 (364) ('8 )。バルトは, ここに含まれる四つの概
念, すなわち 「神の言葉」,「信仰と服従」,「罪人たち」 ,「神によって
設立された共同体」 によって, 教会に関して 「本質的なこと」 は語ら
れ て い る と す る。「神の言葉」とは知られざる, 計り知れない, 聖なる
恵みによってわれわれに開示される神の真理であり, その語りの行為
の中で神とわれわれとの関係がつくり出される。 バルトによればこの
神の言葉はイ ェス・キ リ ス ト で あ り, 「信仰と服従」 は, この神の言葉
との関係の中で生まれ, かつその関係の中でのみ存在する。 と こ ろ で,












な制度と秩序が生まれる。 「この意味で, 教会は, 永違から, 神の和解
の決意の中で設立されてぉり, 時間の中で, み言葉の受肉の中で現実
のものとなり, 人間的な秩序と制度としては聖露の注ぎの中で基礎づ
けられる」 (367)。 この共同体は, 神的真理において生きるかぎり「不





















なわち時間的, 相対的, 形式的な権成である」 (312)。教会の権威が時
間的であるというのは, それがキリストの再臨までの権威であるから
であり, 相対的というのは, それが神の権威を代表するにすぎないか








るとすれば, 他方, み望もまた, み言葉をすべての人びとに対してキ
リ ス ト 証 言 と し て 有 効 な ら し め る  「あらゆる現在化と啓示の原理」
( 3 l 5 )である。 こ う し て 「み言葉とみ館は・・・一結になって ・ ・ ・
キリストの直接的権威が, 教会の間接的権威に, これを基礎づけ, し
かしまた限界づけつつ, 向き合つて立つ分岐点を形成する」 (同)。 教
会の間接的権威はキリストの直接的権威との「関係」 (同)において存
在し, 決定された正典も, 宣言された教義も, 教会の権威的教師たち
の妥当性も, そのような意味での「間接的権威の現われ」 ( 同 ) と し て
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を信仰と服従をも って受けとめる神学は 「弁証法的性格」 (319) を も
たざるをえない。神学はいずれにせよ 「罪人の神学」 (320)であらざ
るをえないのであり, ここでも神と人間との無限の質的差異は廃棄さ
れない。すなわち神学は, 「神の裁きと神の恵み」 ( 同 ) あ る い は 「教
・ ・ ・  ・







にもかかわらず,真の教会とし, キ リ ス ト 者 を , 自 分 も ま た ぉ ち い っ
ている滅ビノ群の只中において, 選ばれた聖なる者とするのは, ただ
全く神の主権的行為であることは, 啓示の概念のうちに基礎づけられ
ている」 (321f . )。  それゆえに神学に求められているのは, み言葉をた
ずね求め, 聖霊に祈り っつ, 啓示を真剣に受け取ること, すなわち「『弁
証法的に』真剣に受け取る」 ( 3 2 2 )ことだけであり, それによっては
じめて神学も ,一般に教会の存在の意味である「み言葉への奉仕」(323)
にあずかることが許されるのである。
2. 1925年秋, バ ル ト は ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン か ら ミ ュ ン ス ター に 移 り, さ
ら に 30年春にはボンに移つた。ミュンスタ 一時代, 教会論への関心が
と く に 呼 び 起 こ さ れ る こ と に な っ た が,その要因を二つ挙げることが
で き る で あ ろ う 。一つは,具体的にはオット ー ・ デ ィ べ リ ゥ ス 「教会
の世紀』 (1926)の出版とその影響を含む, ヴァイマル期の福音主義教
会の動向であり, も う 一つは, カトリック教会との出会いである。 バ
ル ト の 教 会 論 は と り わ け こ の 時 期 の カ ト リ シ ズ ム と の対論・対決に
よって仕上げられたと言つても過言ではない。以下, われわれは, い
ず れ も カ ト リ ッ ク と の 対 話 が 主 要 部 分 と し て 含 ま れ て い る  「教会の概
念』(1927), 「神学と今日の人間』(1927) , 『 プ ロ テ ス タ ン ト 教 会 に 対
する問いとしてのローマ・カ ト リ ッ ク 教 会 』 ( 1 9 2 8 ) に よ り, われわれ
がすでに提示した 〔 (-) 1.〕 教会概念がどのように仕上げられていっ
た か, その要点を取り上げて辿つてみる。 その過程で, も う一つの要
因としてあげた現実の教会の動きとの神学的対決もバルトの教会論の
形成に深く影響を及ぼしたことが明らかにされる。






( 1 ) プ ロ テ ス タ ン ト と カ ト リ ッ ク, 両者とも, 神の民の召集としての
教会概念に合まれる客観的要素と主観的要素を知つている。 (2) 神は
ひ と り, イ ェス ・キリストのからだは一つ, 教会が一つであることに
ついて, 両方に基本的に認識の違いはない。 (3)教会の聖性も, 両者





論においても, 事柄を理解する上で, 信条〔ニカイア・コ ンスタンティ
ノポリス信条〕 の条項が尊重されなければならないこと, 教会は信じ
られるぺき対象であること, である。パ ル ト は こ こ で と く に 「ローマ
公教要理」 (l566年)の中に出る「ワレワレハ, タダ信仰ニヨ ツ テ ノ ミ,
理解スル」 (fidesollumintelligimus)という文言を引く 。さて, 次に
バルトは, それらの根本的一致にもかかわらず両者の違いが語られな
ければならないと言う。 どこで分かれるのだろうか。 たとえば今引い
た 「ローマ公教要理」 にはたしかに 「ワレワレハ, タダ信仰ニヨ ツテ






タ ン ト は, 信 仰 と い う こ と で, それ自身すでに恵みによって引き起こ
された, 神の恵みの人間的受領と把捉と理解する。 この人間的受領と
・ ・  ・ ・
把捉において, 恵みがまさに恵みであり, 神の言表しがたい善行であ























ことを志向する。 その栄光の国で, この朽ちるべきもの, すなわちこ
の交わりの朽ちるぺきものも, 天の主の地上のからだの朽ちるべきも
のも, 朽ちないものを着せられ, この点でも弱いもので蒔かれたもの
が, そこで力強いものに甦らされるのである」 (301)。 これが教会に関
















る。そこでは信仰は冒険でなくなり, 「一つの習慣」 (394)となり, 他
の可能な態度の一つ と な る。か く て 「キリストとその教会の間の関係
も, 今や, いずれにしても, もはやたんに出来事ではなくて, お そ ら




になるであろう」 (同)。 これこそ, パルトによれば, 神学のも っ と も
危険な可能性である。これらの文言が, 直接にはカトリシズムの神学
的間題性を指摘したものであることは言うまでもない。 しかしバルト




さ ら に, もっともしたたかで, も っ とも頼りがいがあり, ま ったくび





く基礎づける神学的作業とは, アルトハウ スやェーレルトなどの 「創
造の秩序」の論議を指してぉり, 「したたかな教会主義」とはディぺリ




視的な姿への意志において生きようとし, 生 き る こ と が で き る と 考 え
る こ と, そこにバルトは 「福音主義教会の危急」 を見ていた。




り, この前後のバルトのカ ト リ ックとの対話を今日新たに見直してみ
る こ と は, 益するところ少なくないであろう(K.G. シュテック) (25)。し
かしここでは,バルトの教会論の形成という観点から取り上げたい。そ
こから見れば, この講演から看取されるバルト の教会理解は, これま














のかJ。最初の間いは, さらに以下の三点で問われる。( l )神が教会の


















いし生命への参与が中心にすえられたのではなかった か と 間 う。(2)神
がみ言葉においてわれわれに出会う時, 人間は神の前に罪人として自
らを認識する。 か く て  「宗教改革は罪人の教会としての教会の再建で
ある」 (355)。しかしこの点で, カ ト リ シ ズ ム も, また近代のプロテス
タンティズムも, 「罪の赦しと信仰」 (356)のみがその答えであるよう
な仕方で罪を受けとめることをしなかった。 それが間われる。 ( 3 ) 神
とわれわれの関係を構成する神の言葉は恵みの言葉である。 神の言葉
はわれわれを裁くにもかかわらず, ではなく, 宗教改革者によれば, 神
の言葉がわれわれを罪人としてわれわれの場へ と 立 た し め る こ と に
よって, 恵みの言葉である。 そしてその場こそ和解の場にほかならな
い。か く て「宗教改革は, 神の憐れみの教会としての教会の再建であっ





タント教会は, バルトによれば, 間われているのである。そして, 「プ
ロテスタント教会の将来の歴史がその答えとなるであろう。 信ずべき
情報によると, 「教会の世紀」が始められようとしているとのことであ
る。しかし, まさに, どんな教会の〔世紀〕なのか, 示されるであろ




会教義学Jの「和解論」 (1953̃ 59年)であった。その教会論は, 2 0 年
代の教会理解が弁証法的と呼ばれるとすれば, まさにキリスト論的と
称されるぺきものである。オ ッ ト ー・ヴェーバーは, バルトがl938年
頃を境に して教会やこの世に対する積極的理解へ転じたことを指摘
し, その理由として, キリスト論的集中の深化, 関係の類比という神
学方法論の確立, 救済史概念の強調, 受肉論の重要性の発見, さ ら に
カトリックとの対論などをあげた ( 27 )。じっさいわれわれは, l938年の
「教会教義学」I/2(「神の言葉の教説」) で, それ以前とは違つて明瞭に
キリスト論的な積極的な教会理解に出会うことになる(28)。そのさいバ
ル ト は, それ以前はあまり見られなかったことであるが, 教会の 「現
実存在」 ないし教会の 「存在」 そのものに間いを向け始めた。バ ル ト









れ る こ と に な る。われわれは, ここでは, それら二つの講義と論文を
ふまえ, 主として 「和解論」第 部(IV/l,1953)により, キ リ ス ト 論
的教会理解を, ポイントをしぼって考察したい。
1. イ ェス・ キリストの地上的一歴史的現実存在の形
「教会の存在」, あるいは 「教会が在る」 と い う こ と を, バルトはど
のように考えたのであろうか。何 よ り も バ ル ト が, 「和解論」第一部 (S
62の2「教会の存在」)において, 「教義学要綱』ならびに「教会一一活
ける主の活ける教会」 においてと同様, 聖書の概念, すなわち新約の
「エクレーシア」 ないしその旧約における原型語の一つ 「ヵーハール」
を取り上げながら, 教会の存在を 「動的な現実」 (29), 「出来事の存在」
(728) ( 3°)としてとらえていることを指摘しなければならない。聖館の
業としての教会は「集合という出来事」( 3') である。 「聖盡の業としての
キ リ ス ト義ィ基 キ リ ス ト教徒, 義委は, 人間的活動の形態において人
類の中に起こる一つの業である。 したがって, それは, たんに歴史を
もっているというだけではない。それは・ ・ ・一定の歴史が生起する
ときに存在するのである。すなわち, 活ける主イ ェス・キ リ ス ト に よ っ
て聖望を通して集められ・自らを集めしめ・自らを集めるときに存在









に基礎づける。 「聖館は, 受肉したみ言葉の, すなわちみずから最初に
地上的一歴史的現実存在の低みまで降りた,真の神であると同時にまた
真の人となり真の人である神の子の日覚めしめる力である」 (729) か
ら。イ ェス ・キ リ ス ト の 「真の人性」 (732)を真剣に受けとめること
によって, バルトは 「教会論的仮現論」 (730)を徹底して斥けた。他
方しかし, 聖登によって 「存在J(731) へと呼び出された教会は, 抽
象的に可視的なのでもない。つまり, なるほど教会は一定の人間の「集
合 (congregat io)と交わり(communio)の出来事」 (同)として可視





抽象的に可視的にとらえられてもならない。「教会が在る」と い う こ と
は,その可視性と不可視性の両方において理解されなければならない。
「教会は, その唯一の本質において, 可視的, 不可視的という両者なの
である」( 32 )。なぜなら, 「彼 ( イ ェス・ キ リ ス ト ) は, その唯一の本質
において, その両者でありたもう。すなわち, 真の人として可視的で
あ り, 真の神として不可視的でありたもう」(33'か ら。「われは教会を信








の中に隠された不可視的な教会の存在を 「イ ェス ・ キリストのご自身
の地上的・歴史的な現実存在の形」 と呼び, あるいは聖書的概念を用
いて 「イ ェス ・キ リ ス トのか ら だ」 とした。 イ ェス ・キ リ ス ト は, こ
のからだの首〔天的一歴史的現実存在〕であり, 教会はイ ェス・キ リ ス
トを首とする彼のからだ〔地上的一歴史的現実存在〕なのである。 こ う
してバルトは,教会の存在を徽底してキリスト論から理解した。「彼〔イ
エス ・キリスト〕がいますゆえに, また彼がいますときに, 教会も存
在する。 教会が存在するのは, 彼がいますからであり, 彼がいますと
きである」 (738)。あるいは, 教会の存在はイ ェス・キリストの存在に
包合され, それに尽き, 彼の存在によって規定され支配された存在な
のである l34)。「教会の存在が彼の存在の一つの述語であり,一つの次元



















会」 ,「イ ェス・ キリストの地上的一歴史的現実存在の形」, あるいは聖
書的表現に基づく 「イ ェス・ キリストを天的な首とする彼の地上的な
からだ」, 約言して「キリストのからだ」などの言葉で言い表わされた。
この不可視な存在の特質をバルトは 「和解論」 第一部で 「ニカイア・
コ ンスタンティノポリス信条」における教会の四つの賓辞「ーツナル,
聖ナル, 公同ノ, 使徒的な」 (una,sancta,catholica et apostolica)
の分析を通して明らかにする。 われわれは, ここで, 「使徒的」と い う
指標だけを取り上げてみたい。 と い うのも, バルトの解釈的区別によ
れば, 「使徒的」という賓辞は, 内容的に他の三つの規定を越えたこと
を何も語つておらず, むしろ 「一・聖・公同Jの教会の「具体的・望
的基準」 (795)を示し, その意味で「一つの(唯一の)教会ノ徴」 (797)
だからである。教会は 「使徒的」 伝来に基づいて 「在る」 ことによっ
てのみ, 「ーツナル, 聖ナル, 公同ノ」教会, すなわち真のキリスト教
会たりうるのである。
バルトによれば, 「「使徒的」 の意味は, 使徒たちに聞き つつ と い う
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ことであり彼らの委託を受け入れつつ と い う こ と で あ る か ら, 彼ら使
徒たちに従いつ つ と い う こ と で あ り , 彼 ら の 学 校 で と い う こ と で あ り,
彼らの規範的な権威・ 教え ・ 導 き の も と で と い う こ と で あ り, 彼 ら に
一致 し て と い う こ と で あ る」 (798)。教会のこの使徒性はローマ・カ ト
リックにおいて行われているように史的にあるいは法的に保証されも
のではない。その意味で, バ ル ト に よ れ ば, 「使徒伝承」と い う の は「曖
昧な概念」 (同)でしかない。 むしろ使徒伝承が真の意味で起こるとす
れば, そこで問題なのは 「イ ェス・ キリストが自由な主体」 ( 802 )で
あ り, 「彼の霊が欲するままに吹く」 (同)出来事であり歴史なのであ
る。 してみれば,教会の使徒性の本質は, イ ェ ス ・ キ リ ス ト が, 教会
に対して, 教会を通して,地上的一歴史的に自らを知らしめるところに
存する。この「イ ェス・キリストの自己告知の地上的一歴史的媒体」(802)
が使徒たちにほかならない。 それゆえイ ェ ス・キリストは, 「彼らの証
しという対応以外の地上的一歴史的対応をもたない。したがって,彼の
聖霊の目覚ましめる力は,彼らの証しの力という形態以外の地上的一歴
史的形態をもたないのである。 したがって, 彼の教会は, 彼らの証し
が 知 ら れ, 聞かれ, 受け入れられ, 伝 え ら れ る と こ ろ に は , いつ ど こ
にでも存在し, ただそのようなところだけに存在するのである」(803)。



















いる方向へと日を向けることである。それは, 生ける主イ ェス ・キ リ
ストご自身に日を注ぐことにほかならない。 まさにそのと き に, 教会














イ ェス ・ キリスト以外の他のいかなる名前も内容ももっていな
い と い う こ と, またイ ェス ・キリストはわれわれにと って旧新
約聖書において日毎に新しく見いだされる以外に全世界のどこ
に も な い と い う こ と で あ る。 これらの点について, 人は教会に
おいて一致しているか,そうでなければ人は教会にはいないか,





にある教会」 と題された第 I I 節で, 次のような言われている。
「教会は自らの起源と自らの存在をも っばら, 永違の父がイ ェ
ス ・キ リ ス ト, すなわち彼の永遠の御子によって, 永遠の蓮の
力において, 時が満ちたとき, 最後決定的に語りたもうた神の
言葉の啓示から, 全権から, 慰めと導きからもつ。/以下の見方
は斥けられる。すなわち, 教会は, 自 ら を, 三一の神の啓示以
外になぉも, 堕罪にもかかわらず人間が手に入れることのでき
る自然と歴史における神の啓示に基礎づけ関係づけることがで
きるし, またそうしなければならないという見方である」 ( I Iの




















お い て 語 り た も う と こ ろ一, そして人間が聞くところ- 神
の証人の言葉において神ご自身に聞くところ一, そこに教会
は成立し存続する。 この関係以外のところに, 教会は存在しな









「教会の存在は, 聖書が, イ ェス・キ リ ス ト についての預言者的
使徒的証言として, 特定の人びとに対して, 次のような仕方で
「聽と力との照明」を行ない, 聖書自身の自己証明を行なう出来








のは・ ・ ・エスカト.ン 〔 終 末 〕 との関連において, 換言すれば, われ
われから見てわれわれの経験と思惟にまだ入つてきていないこととの
関連において, 神的成就と実行の永違的実在との関連においてという









(l927) で, 「地上における神の民」 としての教会は神のleiれみによっ
て 「栄光の国の開始まで」 生きる群であり, この世における教会の栄




らかである。すなわち, 集められた教会はイ ェス ・キリストにおいて
「義とされた全人間世界の暫定的表示」で あ り (S 62), 建設される教会
はイ ェス・キリストにおいて起こった全人間世界の聖化の暫定的表示」
(S 67 )であり, 派遣される教会はイ ェス・キリストにおいて 「発せら
れた全人間世界に対する召し(否, さらに全被造物に対する召し)の
暫定的表示」 ( 1ll72)である。教会とは, 全人間世界を, さらには全被




が救いの将来的普遍的啓示の 「暫定的表示」 として 「他のすぺての者
たちに先んじて, 今すでに」 集められた群であることは, 教会がつね
に約束のもとにあることを示すとともに, 運動の中にあることをも示















である。教会は, イ ェス ・ キリストの直接の可視性から出発して, そ
の直接の可視性に向かってゆく 。その間, 彼は, 不可視的にではある
が教会に対して現臨し, 教会の生ける首として, その聖館によって, 彼
のからだである教会の只中にいますのである」(810)。復活に始まる40
日間の復活頭現の時間のことである第一の来臨とは, 死において完成
したイ ェ ス ・ キ リ ス ト の生の時間とは別の新しい命の時間の到来で












の中でもイ ェス ・キ リ ス ト が 在 さ な いのではない。 しかし今や彼は可
視的ではなく 「不可視的」に, 直接ではなく宣教の奉仕の「間接性」に
おいて, すなわち聖望において在すのである。「教会は中間時における
キ リ ス ト の国である」(“)。復活後の40日間の顕現は, すぺての「人間
の状況の変化」 (348), 「全世界の状況の変化」 ( 35 l )がイ ェス ・ キ リ
ストの歴史において起こ ったことの啓示であった。しかしこの啓示は,
いまだ, 全人間的事態として, すぺてにおいて明らかになってはいな
い。それゆえに教会は, この最初の啓示, すなわち 「イ ェス ・キリス
トの建りにおける神との和解の暫定的・過渡的・特殊的啓示」 (820) の
時を後にして, 前方へ, すなわち 「最後の到来における和解の完全・
究極的・普通的な啓示」 (同)の時を日指して, その証しの奉仕の道を
進む。教会はこの終末時としての中間時を, ただ聖館によって, 見え
るものによってではなく, 「ただ信仰によってだけ」 (35l) 歩む。
(二) 中間時の意味
なぜ中間時が存在するのか, その意味は何か, この問いと共に, わ
れわれは, なぜ教会が在るのか, 教会の存在理由に行き当たることに
・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・
なる。 「教会が, 中間時の意味への間いに対する答えであり, 教会が,
その間いへの答えを与えなければならない」 (820)。 じっさい中間時が
な い と い う こ と も あ り え た。第一の来臨が最後の来臨であることもあ
りえた。 しかし事実はそうならなかった。「新しい時」が始まった。神











であって, 真の神の恵み, イ ェス ・キリストの父なる神の恵みではな
かったからである。
積極的に言えば, その意味は, 「神は, まずそれに対する人間の答え





れ ば 一, その究極のみ言葉を語り終えようとしたまわず, ご自身が
決意し, なし遂げ, 宣伝したもうた究極の姿における完成を生起させ
よ う と し た ま わ な い と い う こ と」 (824)である。それゆえに神はこの
中間時を与え, イ ェス ・ キ リ ス ト の か ら だ, すなわちイ ェス ・ キ リ ス








にもかかわらず, いやまさにそれゆえにこそ, イ ェス・キリストの第
二の来臨は, この信じ認識し告白する者たちの群の中で起こることの
ために, またこの群を通じて人間世界の只中で起こることのために,押
しとどめられているのである」 (同) ('S )。それが教会の時であり, 中間
時であり,終末時である。それは全世界に福音を宣ぺ伝えるぺき時, そ
れが許され, それが可能な時である。 そうであれば, 教会がこの中間
時に現実存在を与えられているのは, 自分のためではありえない。神
のためであり, それゆえに世のためである。 したがって, 教会は, そ
の奉仕のためこの中間的な 「時をよく用いる」 ( コ ロサイ4・5,エフェ
ソ 5・16,) ものでなければならない。 KD IV/1の教会論の題詞によれ








を告知するぺく任命され」 (KD IV/3), そのため派遭された民にほか
ならない。中間時は神の忍耐の時であり ( ぺ ト ロ 二 3・9), 教会の存







ど う い う こ と か, バルトにしたがって考察してきた。教会の存在の間
題は, 結局「教会」を ど う と ら え る か に か かっていると言つてよい。そ
の点で, 何 よ り も, 教会の存在の時間的枠としての中間時を巡る考察
(第二節)は無意味ではなかった。 なぜならそれは, 教会が, 創造の秩
序でも, 永違の生の秩序でもないことを明らかにするからである。 教
会が 「意みを受けた罪人の教会」 (「バルメン宣言」 第三項)であるな
ら, この罪も赦しとしての恵みも創造時に 「いまだ」 存在せず, 終末





改めを宣ぺ伝える, 終末論的共同体である。「恵 ミ ノ 国」 (regnum
gratiae)におけるもう一つの秩序としての国家は, 教会に類比的であ













だけではない。バ ル ト もつ と に 指 摘 す る よ う に, 信条には credo in
Spiritum Sanctum (われは聖館を信ず) と記されているが, credo in
eccleciam(われは教会を信ず)とは書いてない。 教会そのものは信仰
の対象ではない。 したがって「われは教会を信ず」 (credo eccleciam)
とは, 「私は, 私が聖館を信ずることに基づいて, 教会の現実存在をも
信ずる」(47)との意味である。あるいは 「「われは教会を信ず」 とは, こ
こで, この場所で, この可視的集まりにおいて, 聖館の業が起こるこ
とを私は信じる, という意味である」(' 8 )。聖望への信仰においてはじめ
て教会への信仰は告白される。 聖館においてわれわれはこの可視的教
会がイ ェス・ キリストの教会であることを認識する。 この「認識」 と
は 「信仰」 のことにほかならない。 この信仰と認識において罪人の集
まりにすぎない可視的教会がイ ェス・キリストの教会であり, イ ェス・
キリストが主として統治したもうこと(へブ ラ イ 3・6)が証しされ, イ
エス・キリストが世界の主として宣ぺ伝えられる。「動的な現実」 と し




的参与を内包し, それを促す('°)。 この教会論は, われわれを, この可
視的教会において, イ ェス・ キリストの教会であるための信仰の証し
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の奉仕へと招く 。 こうした人間に向けての, 積極的参与への呼びかけ
こそ, バルトの教会論の要請である。神の民としての教会は, 普遍的
啓示の時, すなわち神の国を日標とし, この中間時を, 最後から一歩
手前の真剣さで歩む。教会は, 待ちつつ, 急ぎっつ, 主の将来に向かっ
て進む。
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